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人
づ
く
り
で

�

ま
ち
づ
く
り
事
業

交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き

　
～
保
険
者
に
届
出
を
～

▽
な
ぜ
届
出
が
必
要
な
の
？

　
保
険
証
を
使
っ
て
治
療
を
受
け

る
と
、か
か
っ
た
医
療
費
の
う
ち
、

窓
口
で
の
一
部
負
担
金
以
外
は
医

療
機
関
か
ら
国
保
に
請
求
が
き
ま

す
。
第
三
者
行
為（
＊
）に
よ
る
傷

病
の
治
療
費
は
、
被
害
者
に
過
失

が
な
い
限
り
、
加
害
者
が
全
額
負

担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
国
保

が
立
て
替
え
た
治
療
費
を
加
害
者

へ
請
求
す
る
た
め
に
届
出
が
必
要

で
す
。

＊
第
三
者(

自
分

以
外
の
人)

が

原
因
で
治
療
を

受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
場
合

▽
保
険
証
が
使
え

な
い
場
合
っ
て

あ
る
の
？

　
酒
酔
い
運
転
や
無
免
許
運
転
、

故
意
に
負
傷
し
た
と
き
な
ど
、
け

が
の
原
因
に
よ
っ
て
は
保
険
証
を

使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
調
査
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

　
医
療
機
関
の
診
療
報
酬
明
細
書

に
は
、
け
が
の
原
因
ま
で
は
記
載

さ
れ
ま
せ
ん
。
個
人
情
報
保
護
の

理
由
で
医
療
機
関
へ
の
問
い
合
わ

せ
も
難
し
く
な
り
、
傷
病
名
か
ら

●
主
催
　
ア
ニ
マ
ル
レ
ス

キ
ュ
ー
む
な
か
た（
Ａ
Ｒ
）

●
日
時
　
11
月
10
日
（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

●
会
場
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
・

屋
外
広
場
（
東
側
出
入
口

前
）

●
入
場
料
　
無
料

＊
当
日
は
面
会
の
み
で
、
後

日
自
宅
へ
届
け
ま
す

＊
毎
月
第
２
日
曜
日
に
開
催

わ
ん
に
ゃ
ん
譲
渡
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　
Ａ
Ｒ
（
松
井
）

　
☎
０
８
０
（
４
２
７
６
）

　
７
９
７
６

●
主
催
　
が
ん
ば
れ
宗
像
!!

●
日
時
　
11
月
17
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
同
11
時

30
分

●
場
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
・

２
０
５
会
議
室

●
講
師
　
坂
本
一
成
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
理
事

長
）

●
定
員
　
先
着
20
人

●
受
講
料
　
無
料

＊
詳
細
は
、
メ
イ
ト
ム
宗

像
ＨＰhttp://kouryuu 

kan.com
/

で
確
認
を

●
申
込
締
切
日
時
　
11
月
17

日
（
日
）
午
前
９
時

■
申
込
先

同
団
体
（
原
口
）

　
☎
（
39
）
３
０
０
４

●日程／内容　
▽12月７日（土）＝「コミュニケー

ションの方程式」「アイデア発想
法」など

▽同８日（日）＝「アイデアのある
プレゼンテーションのすすめ」
など

●講師
　　鶴保（つるほ）正明さん（鶴

保正明ブランド広告事務所、日
本大学藝術学部講師、元株式会
社電通クリエイティブ・ディレ
クター）

【共通事項】
●場所
　市役所北館・１０３会議室

●時間　13：00～17：00
＊休憩あり
●対象　市民活動に関心のある人
●募集人数　先着30人
●参加料　２日で５００円
●申込締切日　11月25日（月）
●申込必要事項
　①住所②氏名③電話番号

■申込先　コミュニティ・協働推
進課市民活動係（メイトム宗像
内）

▽ ☎（36）０３１１
▽ FAX（37）４１０１
▽ メール meitomu＠city.munakata.

fukuoka.jp

国
・
県
な
ど
か
ら

　地域や行政の課題解決に取り組む人材を育成
する「人づくりでまちづくり講座」。今回は、昨
年度からの「〜悩み解決のヒントを探る〜の第
２弾」として、コミュニケーション力を学びま
す。日々の活動の中で行き詰まっていくのが「発
信力」や「企画力」「アイデア」。それを解決す
るには「ホントのコミュニケーション力（えっ、
ほんとに!？）」を身に付けることです。ぜひ、
受講してください。

講師の鶴保さん

～コミュニケーションってそういうことだったの！～

　
あ
る
日
、
横
断
歩
道
を
渡
っ

て
い
る
時
に
信
号
無
視
を
し
た

自
動
車
に
追
突
さ
れ
、
病
院
に

運
び
込
ま
れ
た
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
に
加
入
の
Ａ
さ
ん
。

幸
い
軽
傷
で
あ
っ
た
た
め
、
治

療
を
終
え
て
、
支
払
い
を
済
ま

せ
帰
ろ
う
と
し
た
時
、
病
院
窓

口
で
「
保
険
証
が
使
え
る
か
市

役
所
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

失
敗
し
な
い
リ
フ
ォ
ー

ム
の
コ
ツ
・
優
良
工
事

事
業
者
の
選
び
方

�

防
犯
講
座

球児の夢は宗像から甲子園へ

ザ・マッチ・オブ
東海大五高校VS宗像高校

至東郷駅

東海大五
高校野球場

至教育大前駅

至自由ヶ丘方面

東海大五高入口

ＪＲ赤間駅

【野球体験教室】
●対象　小・中学生
●持参品
　運動できる服装、グローブ
＊東海大五高校敷地内に駐車場あり
＊当日は東海大五高校の学食利用可
＊事前申込不要
■問い合わせ先
▽同実行委員会事務局
　（東海大五高校）　☎（32）３３１１
▽宗像高校　☎（36）２０１９

コミュニケーションの
ホントの力

人 づくりで まち づくり 講座

傷
病
原
因
を
調
査
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▽
国
保
の
健
全
運
営
の
た
め
に

　
相
手
の
過
失
が
原
因
の
事
故
な

ど
で
国
保
を
使
っ
た
場
合
、「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
が
必

要
で
す
。
国
保
が
医
療
機
関
な
ど

に
支
払
っ
た
分
を
、
過
失
の
割
合

に
応
じ
、
加
害
者
に
請
求
す
る
た

め
で
す
。

　
届
出
を
し
な
い
と
、
加
害
者
が

本
来
負
担
す
る
べ
き
医
療
費
を
国

保
会
計
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
、
財
政
を
圧
迫
し
ま
す
。
国
保

財
政
の
健
全
運
営
の
た
め
、
み
な

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
国
保
医
療
課
国
民
健
康
保
険
係

　
　
　
☎
（
36
）
１
３
６
３

「
裁
判
員
制
度
」
と

「
検
察
審
査
会
制
度
」

●
裁
判
員
制
度
　
刑
事
裁
判

に
国
民
が
参
加
し
、
被
告

人
の
判
決
を
裁
判
官
と
一

緒
に
決
め
る
制
度
。
候
補

者
に
は
、
11
月
に
地
方
裁

判
所
か
ら
通
知
を
送
付

●
検
察
審
査
会
制
度
　
検
察

審
査
会
は
、
犯
罪
の
被
害

者
や
告
訴
・
告
発
者
が
、

検
察
官
の
不
起
訴
処
分
を

不
服
と
申
し
立
て
た
場
合

に
審
査
を
実
施

＊
参
考
と
な
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸

し
出
し
な
ど
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
裁
判
員
＝
福
岡
地
方
裁
判

所
刑
事
訴
廷
事
務
室

☎
０
９
２
（
７
３
６
）
１

５
５
７

▽
検
察
審
査
員
＝
福
岡
第

一
、
二
検
察
審
査
会
事
務

局☎
０
９
２
（
７
８
１
）
３

１
４
１

県
沖
縄
地
域
戦
没
者

慰
霊
巡
拝
団
員
募
集

●
主
催
　
一
般
財
団
法
人
福

岡
県
遺
族
連
合
会

●
日
程
　
平
成
26
年
１
月
16

日
（
木
）、
同
17
日
（
金
）

＊
追
悼
式
は
��
日
（
木
）
の

午
後
３
時
～
同
４
時
に
実

施
予
定

●
場
所
　「
福
岡
の
慰
霊
の

塔
」（
沖
縄
県
糸
満
市
）

●
対
象
　
先
の
大
戦
で
沖
縄

地
域
で
の
県
出
身
の
戦
没

者
、
県
内
在
住
の
一
般
戦

災
死
没
者
の
遺
族
（
配
偶

者
、
父
、
母
、
子
、
兄
弟

姉
妹
）

●
募
集
人
数
　
先
着
20
人

●
申
込
締
切
日
　
11
月
26
日

（
火
）

■
申
込
先

▽
同
連
合
会

　
☎
０
９
２
（
７
６
１
）
０

　
０
１
２

▽
宗
像
市
遺
族
会

　
☎
（
32
）
６
４
３
６

彼らの熱いプレーに
目が離せません

　市内の２校の高校球児たちが繰り広げ
る熱いゲームを、ぜひ観戦してください。
試合後は、甲子園を夢見る子どもたちを
対象に「野球体験教室」を開催します。
高校生と一緒に体を動かし、汗を流す子
どもたちの参加を待っています。
●日時　11月10日（日）
▽試合＝10：00～　
▽野球体験教室＝14：00～
＊小雨決行
●場所　東海大五高校野球場


